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　本研究は、「共生」という用語の持つ「多義性」や「曖昧性」といった特徴に着目し、「共生」という用語の社会的活
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学者や政策担当者を超えて広く関心を引いている理由



































































































長期計画」（第 1 次計画、1993 ～ 2002 年度）における
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